
















　

坪
当
た
り
金
額
の
部
１
位
表
彰
を
受

▲け 

る
伊
藤
喜
一
郎
さ
ん（
紀
久
子
さ
ん
）

▲ Ｇ
Ａ
Ｐ
の
必
要
性
を
学
ぶ
部
員
ら

　
Ｊ
Ａ
に
じ
い
ち
ご
部
会
は
第
23

回
総
会
及
び
平
成
30
年
度
出
荷
反

省
会
を
７
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
総
合
会

館
ア
ル
カ
ス
で
開
き
ま
し
た
。
30

年
度
の
「
あ
ま
お
う
」
販
売
は
前

年
度
を
上
回
る
実
績
と
な
り
、
古

賀
部
会
長
は
「
好
成
績
を
あ
げ
ら

れ
た
の
も
部
会
員
の
努
力
の
た
ま

も
の
」
と
感
謝
。「
長
く
栽
培
に
携

わ
っ
て
頂
き
た
い
」
と
一
層
の
産

地
強
化
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
総
会
で
は
令
和
元
年
度
も
技

術
向
上
・
安
定
供
給
と
あ
わ
せ
新

規
者
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
を
確
認
。
挨
拶
に
立
っ
た
市
場

担
当
者
は
新
品
種
も
出
回
る
な
か

あ
ま
お
う
へ
の
変
わ
ら
ぬ
期
待
を

語
り
、「
生
産
者
と
力
を
合
わ
せ
令

和
を
快
走
し
た
い
」
と
さ
ら
な
る

躍
進
に
意
欲
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
多
収
穫
の
部
な
ど
５
部
門
で
上

位
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ

は
、
花
部
会
総

会
を
７
月
29

日
、
Ｊ
Ａ
総
合

会
館
ア
ル
カ
ス

で
開
き
ま
し

た
。
令
和
元
年

度
も
市
場
や
地

域
内
外
で
の
花

展
示
、
新
規
作

物
の
調
査
・
導

入
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も

に
、
研
修
会
を

通
じ
た
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
10
年
、
20
年

先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
と
、

Ｊ
Ａ
に
じ
花
部
会
の
若
手
が
新
た

に
グ
ル
ー
プ
「
Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ

　
Ｎ
ｉ
ｊ
ｉ
」
を
発
足
。
専
門
部

会
の
枠
を
超
え
花
生
産
の
担
い
手

が
結
束
し
、
合
同
の
勉
強
会
や
花

店
と
の
交
流
と
い
っ
た
活
動
を
通

じ
て
情
報
を
共
有
し
販
売
店
と
の

連
携
を
深
め
、
産
地
「
Ｊ
Ａ
に
じ
」

の
確
立
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ

る
ね
ら
い
で
す
。９
月
に
は
若
手
花

屋
に
よ
る
産
地
視
察
を
、
翌
月
に

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
花
店
を
視

察
す
る
計
画
で
、
意
見
や
要
望
を

交
わ
し
て
販
売
戦
略
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
主
要
市
場
へ

の
品
目
拡
大
を
は
か
り
、
に
じ
産

の
全
国
展
開
と
浸
透
を
め
ざ
し
ま

す
。総
会
で
の
承
認
を
得
て
グ
ル
ー

プ
を
代
表
し
小
西
輝
豪
さ
ん
は「
産

地
発
展
と
い
う
将
来
に
つ
な
が
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
力

を
込
め
、
部
会
員
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
ト
マ
ト
部
会
女
性
部

は
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

研
修
会
を
７
月
26
日
、Ｊ
Ａ
の
「
に

じ
の
耳
納
の
里
」
研
修
室
で
開
き

ま
し
た
。
食
品
安
全
・
環
境
保
全
・

労
働
安
全
の
確
保
に
向
け
取
り
組

み
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
Ｇ

Ａ
Ｐ
を
、
ト
マ
ト
部
会
は
昨
年
８

月
に
取
得
。
今
回
女
性
部
自
ら
Ｇ

▲
 

挨
拶
す
る
古
賀
部
会
長

▲
 「

Ｆ
ｌｏｒ
ｉｓ
ｔ  

Ｎ
ｉ
ｊ

ｉ
」を
代
表
し
意
気
込
み

を
述
べ
る
小
西
さ
ん

▼ 産地強化へ「苦境のときどう乗り越える
か対策を」と呼びかける栁部会長
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ヒメエニシダ出荷

Ａ
Ｐ
に
意
識
と
知
識
を
高
め
取
り

組
み
の
成
果
に
つ
な
げ
よ
う
と

行
っ
た
も
の
で
す
。
久
留
米
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
が
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
」

か
ら
始
め
て
、
販
売
戦
略
に
お
け

る
生
産
工
程
管
理
の
必
要
性
と
有

利
性
を
解
説
。
Ｊ
Ａ
園
芸
指
導
販

売
課
の
椿
担
当
は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
求

め
ら
れ
る
整
理
整
頓
や
清
潔
の
維

持
継
続
に
は
女
性
の
力
が
欠
か
せ

な
い
」
と
女
性
部
の
役
割
に
期
待

を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
に
さ
ら
な
る

躍
進
を

い
ち
ご
部
会
総
会
・
出
荷
反
省
会

若手生産者グループ
「Ｆｌｏｒｉｓｔ　Ｎｉｊｉ」立上げ

花部会総会

環
境
整
備
女
性
自
ら

ト
マ
ト
女
性
部
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
修



▲調整機を試運転し仕上がりを確認

▲ 先輩農家に習い箱詰めを実習する新規
部会員（右端）
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拡大見据え省力へ
中ネギ調整機実演会

営
農
担
当
者
全
員
が
参
加
し
た
研
修
会
▼

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
８
月
１
日
、
中
ネ

ギ
の
調
整
機
実
演
会
を
田
主
丸
町

の
生
産
者
宅
で
開
き
ま
し
た
。
夏

場
の
空
き
農
地
を
活
用
で
き
軽
作

業
で
将
来
性
に
富
む
中
ネ
ギ
を
、

Ｊ
Ａ
は
今
年
度
新
た
に
導
入
。
課

題
は
調
整
の
中
で
も
手
間
を
要
す

る
葉
落
と
し
の
効
率
化
で
、
実
演

会
は
次
年
度
の
拡
大
を
見
据
え
た

も
の
で
す
。
今
年
度
出
荷
を
行
う

４
軒
が
参
加
し
、
調
整
機
を
試
運

転
し
て
仕
上
が
り
を
確
認
し
ま
し

た
。
調
整
機
を
使
う
と
葉
落
と
し

に
集
中
し
て
い
た
人
手
を
他
の
作

業
に
分
散
で
き
、
調
整
全
体
の
能

率
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま
す
。
出

荷
は
８
月
１
日
か
ら
始
め
て
９
月

い
っ
ぱ
い
頃
ま
で
を
計
画
。
調
整

機
は
貸
し
出
し
を
行
い
、
生
産
農

家
は
実
際
に
作
業
に
取
り
入
れ
な

が
ら
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
箱
詰
め
の
技
術
を
磨
い
て
品
質

維
持
と
見
栄
え
の
良
さ
で
よ
り
高

価
格
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
に

じ
な
す
部
会
は
７
月
22
日
、
Ｊ
Ａ

園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
で
、
新
規
部

会
員
に
詰
め
方
の
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
部
会
が
力
を
入
れ
る
新
規

者
サ
ポ
ー
ト
の
一
つ
で
、
今
年
度

か
ら
栽
培
出
荷
を
始
め
た
部
会
員

が
先
輩
農
家
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
５
㌔
箱
の
詰
め
方
を

実
習
し
ま
し
た
。
部
会
は
千
両
な

す
と
サ
ラ
ダ
な
す
を
関
西
を
中
心

に
出
荷
。７
月
下
旬
か
ら
８
月
半
ば

頃
に
か
け
て
最
盛
と
な
り
ま
す
。

福
澤
部
会
長
は
「
詰
め
方
一
つ
で

市
場
評
価
が
大
き
く
変
わ
る
」
と

重
要
性
を
強
調
。
Ｊ
Ａ
担
当
者
は

「
ひ
と
手
間
か
け
て
有
利
販
売
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
栽
培
管
理
の
知
識
を
深
め
営
農

指
導
に
生
か
そ
う
と
、
Ｊ
Ａ
に
じ

は
営
農
指
導
員
の
全
体
研
修
会
を

８
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
の
「
に
じ
の
耳

納
の
里
」
研
修
室
で
開
き
ま
し
た
。

土
づ
く
り
を
学
ん
だ
前
回
に
続
き
、

今
回
は
Ｊ
Ａ
福
岡
中
央
会
上
席
技

術
主
幹
・
木
原
繁
幸
氏
が
農
薬
の

基
礎
特
性
と
病
害
虫
・
雑
草
防
除

管
理
を
講
義
。
氏
は
農
薬
の
分
類

と
薬
効
、
登
録
制
度
や
農
薬
に
関

す
る
法
律
ま
で
幅
広
く
解
説
。「
基

礎
を
十
分
理
解
し
た
上
で
の
施
用

が
大
前
提
」
と
し
、
予
備
知
識
の

大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

　
田
主
丸
町
で
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
新
規
野
菜
「
空
芯
菜
（
ク

ウ
シ
ン
サ
イ
）」
の
出
荷
が
、
Ｊ
Ａ

に
じ
野
菜
集
荷
所
で
７
月
中
旬
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
商
品
は

専
用
の
袋
と
箱
で
出
荷
。
箱
に
は

伝
統
あ
る
野
菜
産
地
、
田
主
丸
産

を
示
す
カ
ッ
パ
の
マ
ー
ク
入
り
で
、

９
月
い
っ
ぱ
い
頃
ま
で
出
荷
の
見

込
み
で
す
。
夏
場
の
収
入
源
と
し

て
新
規
作
物
導
入
を
模
索
し
て
い

た
若
手
レ
タ
ス
農
家
ら
が
、
栄
養

豊
富
で
栽
培
・
収
穫
が
し
や
す
い

空
芯
菜
に
注
目
。
昨
年
か
ら
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。
空
芯
菜
は
鉄
分

や
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
生
食
で
も

加
熱
し
て
も
美
味
し
く
、
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
す
。

 専用箱と袋でアピール

▲

適
正
指
導
へ
基
礎
し
っ
か
り

営
農
指
導
員
研
修
会

なす有利販売へ
先輩に学べ

「空芯菜」スタート



▲ 抽選を行う石井営農経済常務（左）ら▲ 質の高い商品とオリジナルの化粧箱で
産地を発信

【
令
和
元
年
７
月
29
日（
月
）開
催
】

理
事
会
だ
よ
り

【
附
議
事
項
】

・ 

平
成
30
年
度
期
末
監
事
監
査

処
理
顛
末
に
つ
い
て

・ 

デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌
に
つ

い
て

・  

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

・ 

職
務
権
限
表
の
改
正
に
つ
い

て
・ 

出
資
の
減
口
に
つ
い
て

▲
 

出
盛
り
の
フ
ル
ー
ツ
を
取
り
揃
え
て

Ｐ
Ｒ
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産地浸透
ファン増へ

ファン着々
外商ピオーネ好調

▲ 

特
産
フ
ル
ー
ツ
の
販
路
拡
大
を
め
ざ
す
外
商

　
Ｊ
Ａ
に
じ
と
取
引
穀
物
店
、
販

売
店
な
ど
が
合
同
で
行
っ
た
「
耳

納
山
麓
ひ
の
ひ
か
り
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
抽
選
会
が
７
月
25
日
、
Ｊ
Ａ

営
農
部
会
議
室
で
行
わ
れ
、
当
選

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
福
岡
市
内
の
２
店
舗
で
行
い
、

　
市
場
外
の
販
路
開
拓
と
拡
大
を

め
ざ
す
Ｊ
Ａ
に
じ
外
商
係
は
、
予

約
注
文
を
受
け
た
「
ピ
オ
ー
ネ
」

の
発
送
を
７
月
中
旬
か
ら
始
め
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
、
う
き
は
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
注
文
分
な
ど

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
化
粧
箱
を
使

い
出
荷
者
の
氏
名
を
明
記
し
安
全

安
心
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

商
品
に
は
ピ
オ
ー
ネ
の
特
徴
や
、

自
然
豊
か
な
に
じ
管
内
の
生
産
環

境
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

添
え
産
地
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
に
じ
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」

は
８
月
３
日
、
産
地
提
携
し
て
い

る
Ｊ
Ａ
む
な
か
た
の
直
売
所
「
ほ

た
る
の
里
」
に
出
店
。「
耳
納
の
里

フ
ェ
ア
」
と
称
し
旬
の
フ
ル
ー
ツ

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
今
回
が
初
め

て
の
出
店
で
、
Ｊ
Ａ
の
生
産
部
会

や
に
じ
の
耳
納
の
里
出
荷
者
か
ら

入
荷
し
た
ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」「
巨
峰
」「
ピ
オ
ー
ネ
」

や
桃
、
梨
「
幸
水
」
を
試
食
販
売

し
好
評
を
得
ま
し
た
。
売
り
場
に

立
っ
た
に
じ
の
耳
納
の
里
の
大
力

担
当
は
「
秋
は
甘
柿
を
Ｐ
Ｒ
し
フ

ル
ー
ツ
の
に
じ
を
定
着
さ
せ
た
い
」

と
今
後
に
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

耳
納
山
麓
ひ
の
ひ
か
り
５
㌔
を
買

う
と
、
抽
選
で
Ｊ
Ａ
の
「
あ
ま
お

う
ア
イ
ス
」「
キ
ウ
イ
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、６
次
化
商

品
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
る
ね
ら
い
で

す
。

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

で

は

３
４
９
４
袋
を
販
売
し
、３
９
６
通

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
産
フ
ル
ー
ツ
の
知
名
度
ア
ッ

プ
を
め
ざ
す
Ｊ
Ａ
に
じ
外
商
で
は
、

桃
の
２
個
パ
ッ
ク
詰
め
を
、
今
夏

か
ら
都
市
部
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
に
も

出
荷
を
始
め
ま
し
た
。
に
じ
産
は

食
味
が
良
い
と
人
気
で
、
試
食
感

覚
で
買
い
や
す
く
少
人
数
で
食
べ

き
れ
る
２
個
パ
ッ
ク
販
売
で
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も
旬
の
フ

ル
ー
ツ
を
提
案
し
て
い
く
計
画
で
、

２
個
パ
ッ
ク
か
ら
フ
ァ
ン
を
広
げ
、

さ
ら
な
る
利
用
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。

「
に
じ
」産
フ
ァ
ン

定
着
へ

提
携
直
売
店
で
フ
ェ
ア

旬の美味しさ
２個パックで
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総
合
・
シ
ニ
ア
の
部
で
優
勝
し
た

▲

浮
羽
町
の
松
岡
逸
巳
さ
ん

▲ 会員が丹精した朝顔を審査

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
７
月
30
日
、
浮
羽

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
Ｊ
Ａ‚
ｓ

カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
ゴ
ル
フ
と
い
う
共
通
の
趣
味

を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
よ
う
と
始

め
て
７
回
目
で
１
４
３
名
が
参
加
。

広
大
な
緑
の
な
か
存
分
に
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　
　   

（
敬
称
略
）

◎
一
般
の
部
優
勝
▼
立
石
良
幸

◎
シ
ニ
ア
の
部
優
勝
▼
松
岡
逸
巳

　
Ｊ
Ａ
に
じ
年
金
友
の
会
は
第
22

回
朝
顔
品
評
会
を
７
月
26
日
、
Ｊ

Ａ
の
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」
で
開

き
ま
し
た
。
に
じ
の
耳
納
の
里
食

彩
館
前
に
は
会
員
ら
が
丹
精
し
た

朝
顔
が
並
び
、
年
金
友
の
会
役
員

ら
が
葉
、
花
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
審
査
。
会
長
賞
始
め
入
賞

33
点
を
決
め
ま
し
た
。
入
賞
し
た

朝
顔
は
同
会
場
で
３
日
間
展
示
と

販
売
を
行
い
、
来
店
者
に
涼
風
を

運
び
ま
し
た
。
各
地
区
入
賞
者
は

次
の
通
り
で
す
。
　
　   

（
敬
称
略
）

【
吉
井
地
区
】
◎
会
長
賞
▼
長
尾
忠

昭
◎
組
合
長
賞
▼
髙
倉
志
津
子
◎

西
日
本
新
聞
社
賞
▼
馬
場
千
恵
子

◎
優
秀
賞
▼
内
藤
幸
子
、
鎌
田
薫
、

大
塚
治
雄
、
足
立
友
美
◎
優
良
賞

▼
古
賀
冨
美
子
、
足
立
武
敏
、
家

永
幸
子
、
石
井
勝
則

【
浮
羽
地
区
】
◎
副
会
長
賞
▼
江
藤

セ
ツ
子
◎
組
合
長
賞
▼
篠
原
幸
子

◎
西
日
本
新
聞
社
賞
▼
永
田
哲
雄

◎
優
秀
賞
▼
吉
木
英
利
、
中
嶋
ユ

ミ
子
、
河
北
正
剛
、
野
口
信
治
◎

優
良
賞
▼
髙
瀬
玲
子
、
和
田
裕
文
、

石
井
国
弘
、
江
藤
勝
也

【
田
主
丸
地
区
】
◎
副
会
長
賞
▼
田

中
ミ
ツ
カ
◎
組
合
長
賞
▼
西
野
義

則
◎
西
日
本
新
聞
社
賞
▼
立
石
幸

子
◎
優
秀
賞
▼
中
野
ユ
キ
ミ
、
田

中
公
子
、
立
石
喜
美
子
、
今
村
ミ

ツ
子
◎
優
良
賞
▼
林
田
淳
、
草
野

照
子
、
草
野
壽
美
、
柳
瀬
博
子

ゴ
ル
フ
で

親
睦
深
め
る

Ｊ
Ａ
，ｓ
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
大
会

▲

 

新
た
な
学
び
と
仲
間
づ
く
り
の
場

を
め
ざ
し
開
講
し
た
第
９
期
女
性

大
学

▲

 

世
代
を
超
え
交
流
を
深
め
た
大
会

直売所に涼風運ぶ
年金友の会朝顔品評会

▲ 

「
か
ら
だ
・
い
の
ち
・
こ
こ
ろ
」
に

つ
い
て
語
る
山
ノ
内
氏

も
っ
と
輝
く
女
性
に

第
９
期
Ｊ
Ａ
に
じ
女
性
大
学
開
校

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
、
第
９
期
女
性
大

学
開
校
式
を
８
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
き
ず
な
」
で

開
き
ま
し
た
。９
期
生
は
44
人
で
、

２
年
間
に
20
回
の
講
義
を
通
し
食

農
、
文
化
、
福
祉
な
ど
様
々
な
分

野
に
わ
た
っ
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

開
校
を
記
念
し
、
生
涯
学
習
講
師
・

健
康
運
動
指
導
士
と
し
て
活
躍
中

の
山
ノ
内
孝
治
さ
ん
が
「
い
の
ち

を
目
覚
め
さ
せ
る
生
活
法
」
と
題

し
講
演
。
い
の
ち
の
大
切
さ
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
学
長
で
あ
る
右
田

英
訓
組
合
長
は
挨
拶
の
中
で
「
女

性
大
学
と
い
う
学
び
を
通
じ
た
人

脈
の
中
で
色
ん
な
経
験
を
し
て
欲

し
い
。２
年
後
み
な
さ
ん
が
も
っ
と

輝
い
て
い
る
姿
が
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
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▲ 赤ちゃんを抱っこしているようですね

▲ ＪＡ担当者から直売所の役割を学ぶキッズら

▲ 教室に参加したみなさん

▲ 「
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス
」と
樋
口
さ
ん

親子で地場産満喫
アグリキッズ学習会

　
Ｊ
Ａ
に
じ
は
、
今
年
度
第
１
回

男
の
料
理
教
室
を
８
月
１
日
、
Ｊ

Ａ
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
き
ず
な
」

で
行
い
ま
し
た
。
18
人
が
参
加
し
、

家
の
光
７
月
号
か
ら
「
香
味
野
菜

の
冷
し
ゃ
ぶ
」
な
ど
、
手
順
や
火

加
減
に
注
意
し
な
が
ら
計
３
品
を

作
り
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
室
は
３
地
区
合
同
で
、
年
間
３

回
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

　
Ｊ
Ａ
に
じ
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
は
７
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
の
施
設
見

学
や
地
場
産
を
使
っ
た
調
理
を
行

い
ま
し
た
。
保
護
者
も
一
緒
に
Ｊ

Ａ
の
「
に
じ
の
耳
納
の
里
」
研
修

室
で
、
地
場
産
の
米
粉
や
野
菜
を

使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り
を
体
験
。
米

粉
の
生
地
に
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン

な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
、
焼

き
上
が
り
が
待
ち
き
れ
な
い
様
子

で
し
た
。
今
回
は
農
産
物
が
食
卓

に
上
る
ま
で
の
過
程
を
知
ろ
う
と
、

Ｊ
Ａ
園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
で
選
果

風
景
や
、
に
じ
の
耳
納
の
里
の
直

売
所
に
並
ぶ
旬
の
農
産
物
を
見
学
。

畑
か
ら
食
卓
ま
で
の
「
農
産
物
の

旅
」
を
学
び
ま
し
た
。

　
浮
羽
町
内
ヶ
原
の
樋

口
文
夫
さ
ん
（
87
）
宅

で「
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス
」

の
花
が
色
と
り
ど
り
に

咲
き
揃
い
、
猛
暑
の
な

か
癒
し
の
風
景
と
な
っ

て
い
ま
す
。
樋
口
さ
ん

は
５
年
前
か
ら
苗
を
植

え
始
め
、
今
で
は
夏
に

な
る
と
２
㍍
ほ
ど
の
背

丈
に
白
、
ピ
ン
ク
な
ど

大
輪
の
花
が
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
農
業
現
役
の
樋
口

さ
ん
は
自
家
産
の
米
ぬ
か
を
与
え

て
お
り
、見
事
な
成
長
ぶ
り
に
「
栄

養
が
効
き
す
ぎ
た
か
な
」
と
笑
い

な
が
ら
、
花
と
の
時
間
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
吉
井
町
太
田
の
古
賀
和
彦
さ
ん

の
畑
で
、
数
年
前
か
ら
ひ
ょ
う
た

ん
か
？
ヘ
チ
マ
か
？
実
が
な
り
始

め
、８
月
中
旬
に
は
一
番
大
き
い
も

の
で
重
さ
７
㎏
、
長
さ
90
㎝
ほ
ど

に
成
長
し
ま
す
。
畑
に
ご
ろ
ご
ろ

と
転
が
り
、
今
で
は
古
賀
家
の
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
と
か
。

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に

▲

米
粉
ピ
ザ
づ
く
り

男
同
士
で

楽
し
く
調
理

料
理
教
室
開
講

猛暑癒す
「タイタンビカス」

わが家の夏の
風物詩！？
ヘチマ？ひょうたん？
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消費税改定に伴い、信用事業の手数料も8％から10％となります。
【詳細は、にじだより10月号に掲載いたします。】

くわしくはＪＡにじ生活福祉課 （☎７５‐４１３４）まで

毎日している洗濯ですが、まちがったやり方
だと、汚れが落ちなかったり、生地を傷めて
しまったりします。そこで、洗濯家・中村祐
一さんに正しいやり方を教えてもらいつつ、
その効果を実証します。

全国のＪＡ女性部組織による防災関連の取り
組みや防災に関するクラムも掲載。みんなで
防災活動をしたい、というときに役立つ情報
が満載です。これを読んで家族や仲間ととも
に自然災害にそなえましょう！

防災士・今泉マユ子流
お母ちゃんのスゴイ防災術

Pic
k u

p!

Pic
k u

p!

『家の光』は「食と農」「暮ら
し」「協同」「家族」をたいせ
つに、みんながつながるこ
とで、人・組織・地域が元気
になる記事が満載です。

『家の光』は「食と農」「暮ら
し」「協同」「家族」をたいせ
つに、みんながつながるこ
とで、人・組織・地域が元気
になる記事が満載です。

『家の光』で
より豊かな生活を
『家の光』で
より豊かな生活を

洗濯の新常識

予告

３４）までで

り方
めて
村祐
つ、

取り取り
なで
情報
とも

術

もっと女性参画！

世界を輝かせる女性たち

　にじ青年部広報委員会では、例年様々な学習会・研修会を企画開催しています。
今回は、バリバリ活躍されてある若手農業者を講師にお招きして、以下のとおり開催します。

　同世代農業者の仲間との様々な意見交換を通じ、自身の経営を振り返る場にしてみませんか。

　にじ青年部広報委員会では、例年様々な学習会・研修会を企画開催しています。
今回は、バリバリ活躍されてある若手農業者を講師にお招きして、以下のとおり開催します。

　同世代農業者の仲間との様々な意見交換を通じ、自身の経営を振り返る場にしてみませんか。

家族で囲む
大皿おせち

　テーマは「ふるさとで育った農産物」。２０１８年の夏休み
に管内１６小学校の５年生を対象に絵画作品を募集し、応募
いただいた中からＪＡ賞１２点、入賞２４点を選定しました。
　ＪＡ賞１２点でＪＡにじオリジナルカレンダーを作成していま
す。入賞作品については毎月２点ずつ広報誌でご紹介します。
今回は９月の入賞者です。

2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2018年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介
2019年JAにじオリジナルカレンダー

絵画コンクール入賞作品紹介

ＪＡにじ青年部広報委員会主催ＪＡにじ青年部広報委員会主催
若手農業者経営学習会開催のお知らせ若手農業者経営学習会開催のお知らせ

ここでは、ＪＡにじ
青年部が日頃行っている活動を
紹介していきます。

2019年

9月号青年部かわら版

【お問い合わせ先】  ＪＡにじ　営農企画課　担当：伊藤　TEL 0943ｰ75ｰ4200【お問い合わせ先】  ＪＡにじ　営農企画課　担当：伊藤　TEL 0943ｰ75ｰ4200

日　時：令和1年 9月24日（火）  17：00受付　17：30開会
場　所：るり色ふるさと館研修室（うきは市吉井町983ｰ1）

テーマ：「今後の農業者に求められるもの　～アウェーで戦おう～」

講　師：株式会社カラーリングファーム　代表 楢原  憲一 氏
　　　　（ＪＡみい青年部盟友）

対象者：ＪＡにじ青年部盟友  及び  管内居住の若手農業者（概ね40歳まで）

※定数になり次第申し込み締め切り  ※学習会終了後懇親会予定（希望者のみ）
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うきは警察署
生活安全課
76-5110

うきは警察署
生活安全課
76-5110

安心やnet
うきは
安心やnet
うきは

（ねー）（ねー）（ねー）（ねー）

吉井町

浮羽町

田主丸町

5（＋3） 0（±0）0（－1）0（－3） 5（－1）0（±0） 84（－26）
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0
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14（－4）

32（－17）

自転
車盗

自動
車盗

うきは署
管内

オート
バイ盗 侵入盗

7月中

車上・部品
ねらい 性犯罪 合計 交通事故

※ 交通事故件数については、物件事故・人身事故を合計したものです。 
※ （　）内は前年同期比です。

0（±0）

身近な犯罪・交通事故の発生状況（令和元年7月中）

大石堰土地改良区 総務課  うきは市吉井町生葉560-1
ＴＥＬ 0943-75-2400　担当：総務課　益永（ますなが）

消費税軽減税率制度説明会のご案内消費税軽減税率制度説明会のご案内
～軽減税率制度は、すべての事業者の方に関係があります～

令和元年度

資　　格 ・平成２年３月31日から
　平成17年４月１日までに生まれた方
・土地改良区管内居住の方
・普通自動車免許（ＡＴ除く）所有の方

募集人数 １名（令和２年１月採用予定）

受付期間 10月４日（金）まで

試　　験 令和元年10月25日（金）

問い合わせ先

第２回 危険物取扱者試験
１ 試験日及び試験会場
　令和元年１０月２７日（日）
　福岡地区（九州産業大学）、筑豊地区（福岡県立大学）
　令和元年１１月３日（日）
　北九州地区（九州国際大学）、筑後地区（久留米工業大学）

２ 試験種類　全種類

３ 願書受付期間及び受付場所
 （１）書面申請
　ア 受付期間
　 令和元年８月２７日（火）～９月９日（月）
　イ 申請先
　 　〒８１２ｰ００３４
　 　福岡市博多区下呉服町１－１５（ふくおか石油会館３階）
　　 （一財）消防試験研究センター　福岡県支部

 （２）電子申請
　ア 受付期間　令和元年８月２４日（土）～９月６日（金）
　イ 申請先
　　 （一財）消防試験研究センター　ホームページ
　 　https://www.shoubo-shiken.or.jp

４ お問合わせ先 
　 （一財）消防試験研究センター 福岡県支部
　 電話：０９２－２８２－２４２１　ＦＡＸ：０９２－２８２－２４２２

※受験案内及び受験申請書は、久留米広域消防本部の
　各消防署及び出張所にあります。

※試験日等は変更になる場合があります。

第31回 やつしろ全国花火大会第31回 やつしろ全国花火大会第31回 やつしろ全国花火大会第31回 やつしろ全国花火大会

2019年 （大人お一人様）旅行
実施日

旅行
代金

日帰りバスツアー日帰りバスツアー

（担当/吉岡・古賀）

日

大石堰土地改良区 管理課職員募集

　こ
の
時
期
に
な
る
と
、
直
売
所

に
通
い
、
梨
を
大
人
買
い
し
て
毎

日
皮
む
き
に
追
わ
れ
て
い
た
私
。

幼
児
期
に
ど
う
し
て
も
梨
が
食
べ

た
か
っ
た
息
子
が
ピ
ー
ラ
ー
を
使

い
自
分
で
皮
を
む
き
、
ま
る
か
じ

り
し
た
真
ん
中
の
芯
の
部
分
が
流

し
台
に
転
が
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。季
節
感
も
大
事
で
す

が
想
い
出
を
感
じ
る
「
食
」
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
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　（光
）

記
後
集
編

農機センター９月のお休みについて
休　業

午後から休業
７㊏・１４㊏・２１㊏・２８㊏

　参加費は無料となっております。
　おって、ご不明な点がありましたら、下記担当者までお問い合わせください。

※会場の都合上、1回の説明会における定員を50名とさせていただきます。
※ご来場の際には、筆記用具を携行してください。

10月19日（土）

Sep. 2019

JAにじのイベントカレンダー9
年金友の会グランドゴルフ大会
（浮羽地区）

年金友の会グランドゴルフ大会
（吉井地区）

年金友の会グランドゴルフ大会
（田主丸地区）

鉢物部会総会

お月見読書会

ＡＴＭ終日休止

理事会

3

5

13

18

21

27

火

木

金

水

土

金

１㊐・８㊐・１５㊐・１６㊊㊗・２２㊐・２３㊊㊗・２９㊐

令和元年度

コース
番　号 開催日時

令和元年9月4日（水）
13：30～15：00

久留米税務署2階大会議室
令和元年9月11日（水）
13：30～15：00

備　考

定　員
50名

①

②

会　　場

※この文書に関する電話でのお問合せの際は、自動音声案内に従い、「税務署にご用の方（2番）」を
　選択（プッシュまたはダイヤル）してください。
※この文書による行政指導の責任者は、税務署長です。

問合せ先 担当 広滝久留米税務署　総務課
電話 0942（32）4461 内線2221

火災と窃盗事案にご用心火災と窃盗事案にご用心
うきは署管内において、火災や窃盗事案が発生しています。

●BBQや花火、蚊取り線香など夏場にも火を使う機会は様々にあります。
　使用後は水を掛けるなど、後始末を必ず行いましょう。

●廃棄物（ゴミや伐採した草木）を野外焼却することは犯罪です。
　火災の原因にもなるため、絶対に止めましょう。

●自転車の盗難が駅の駐輪場などで発生しています。
　本体の施錠はもちろん、ワイヤーロック等を活用しましょう。

●車の中にバッグや財布などの貴重品を置いたままにしていませんか？
　短い間でも車から離れるときは持っていきましょう。

11,900円

発
行
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